




















































































































57年　表

～1908

間
切
・
島
お
よ
び
村
を
村
お
よ
び
字
と
改
称

府
県
制
（
特
例
）
施
行

初
の
県
会
議
員
選
挙
実
施

は
じ
め
て
分
蜜
糖
を
製
糖

ネ
ズ
ミ
と
蛇
の
駆
除
に
イ
ン
ド
産
マ
ン
グ
ー
ス
移
入

那
覇
区
に
電
話
開
通

1908（明治41）年1909（明治42）年1910（明治43）年

1
・
1

1
・
4

1
・
30

4
・
1

4
・
28

10
・
10

10
・
20

4
・
4

5
・
3

5
・
11

8
・
22

1
・
4

2
・
3

4
・
13

10
・

10
・

10
・
10

10
・
13

10
・
30

11
・
20

12
・

12
・
26

沖
縄
県
内
　
間
切
島
を
村
に
、
村
を
字
に
改
称
す
る

伊
舎
堂
の
和
仁
屋
蒲
吉
　
県
庁
で
開
催
さ
れ
た
養
老
式
に
招
か
れ
る

伊
舎
堂
村
の
耕
作
当
が
比
嘉
竈
新
か
ら
安
里
亀
助
に
替
わ
る

大
田
為
淳
　
初
代
中
城
村
長
に
就
任

沖
縄
県
及
び
島
嶼
町
村
制
　
施
行

第
一
回
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
出
発

津
覇
尋
常
小
学
校
に
お
い
て
中
城
重
要
物
産
品
評
会
が
開
催
さ
れ
る

中
城
尋
常
高
等
小
学
校
・
津
覇
尋
常
小
学
校
の
校
医
が
渡
口
精
鴻
よ
り
渡
口
三
良
に
替
わ
る

中
城
村
長
大
田
為
淳
氏
の
功
績
表
彰
会
が
中
城
尋
常
高
等
小
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

中
城
村
村
会
議
員
二
十
名
決
ま
る

初
の
県
会
議
員
選
挙
実
施
さ
れ
る

中
城
師
友
会
第
一
回
総
会
が
中
城
尋
常
小
学
校
で
開
催
さ
れ
る

こ
の
年
か
ら
明
治
四
三
年
に
か
け
て
村
内
各
字
青
年
会
の
設
立
・
総
会
が
相
次
ぐ

県
庁
に
お
い
て
養
老
式
開
催
　
中
城
村
よ
り
五
名
が
招
か
れ
る

津
覇
校
の
児
童
　
第
一
艦
隊
乗
組
員
の
行
軍
見
学
で
那
覇
へ
の
遠
足

ネ
ズ
ミ
と
ハ
ブ
駆
除
の
た
め
イ
ン
ド
マ
ン
グ
ー
ス
が
移
入
さ
れ
る

沖
縄
製
糖
株
式
会
社
設
立
さ
れ
る

三
日
／
津
覇
尋
常
小
学
校
　
七
日
／
中
城
尋
常
高
等
小
学
校
　
卒
業
生
第
一
回
教
育
召
集
発
会
式
開
催

和
宇
慶
青
年
会
設
立

中
城
尋
常
高
等
小
学
校
に
お
い
て
中
城
青
年
会
総
会
が
開
催
さ
れ
る

津
覇
尋
常
小
学
校
　
秋
期
運
動
会
が
津
覇
馬
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

中
城
尋
常
高
等
小
学
校
に
お
い
て
新
兵
送
別
会
が
開
催
さ
れ
る

六
日
／
安
里
青
年
会
設
立
　
一
二
日
／
伊
集
青
年
会
設
立

津
覇
学
区
の
伊
集
・
和
宇
慶
・
津
覇
・
奥
間
・
安
里
・
当
間
の
青
年
会
長
会
　
そ
の
他
協
議
会
が
開
催
さ
れ
る

明
治
四
三
年
度
中
城
村
（
現
北
中
城
村
含
む
）
戸
数
／
三
、
五
一
一
戸
　
人
口
／
一
八
、
九
四
二
人

年
　
代

中
城
村
に
関
す
る
で
き
ご
と

沖
縄
に
関
す
る
で
き
ご
と

中城城跡内 中城村役場



58 年　表

1911（明治44）年1912（大正元）年1913（大正2）年

1
・

1
・
26

1
・
29

2
・
11

3
・
25

4
・
16

6
・
22

7
・
22

11
・
18

1
・
5

2
・
10

5
・

5
・
15

7
・
30

9
・
7

10
・
30

1
・
7

1
・
10

2
・
8

2
・
23

3
・
20

3
・
21

9
・

二
一
日
／
屋
宜
青
年
会
　
二
二
日
／
伊
舎
堂
青
年
会
　
二
六
日
／
久
場
青
年
会
　
総
会
を
開
催

那
覇
／
首
里
間
に
電
話
が
開
通

中
城
校
訓
導
比
嘉
春
平
・
津
覇
校
准
訓
導
新
垣
孫
久
　
同
郡
教
育
部
会
教
育
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

津
覇
校
長
松
本
維
栄
、
中
城
村
長
大
田
為
淳
、
文
部
省
教
育
功
労
者
と
し
て
選
奨
さ
れ
る

大
田
村
長
・
松
元
校
長
二
氏
の
選
奨
祝
賀
会
　
津
覇
校
に
お
い
て
開
催

帝
国
在
郷
軍
人
会
沖
縄
支
部
中
城
村
分
会
発
開
式
　
中
城
尋
常
高
等
小
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

村
民
四
人
を
原
告
と
す
る
「
移
民
見
せ
金
に
関
す
る
事
件
」
の
判
決
下
る

村
青
年
会
の
第
二
回
総
会
　
中
城
尋
常
高
等
小
学
校
で
開
催

中
城
校
　
卒
業
生
を
召
集

明
治
四
三
年
末
調
査
中
城
村
（
現
北
中
城
村
含
む
）
戸
数
／
三
、
五
二
九
戸
　
人
口
／
一
七
、
八
七
〇
人

中
城
村
産
業
組
合
設
立
総
会
　
津
覇
小
学
校
に
て
開
催
さ
れ
る

安
里
徳
明
　
第
二
代
中
城
村
長
に
就
任

初
の
衆
議
院
議
員
選
挙
実
施
さ
れ
る

「
大
正
」
へ
改
元

中
城
村
信
用
購
買
生
産
組
合
設
置
登
記
（
理
事
長
新
垣
盛
善
　
喜
納
昌
松
　
他
四
人
）

卒
業
生
召
集
会
が
中
城
尋
常
高
等
小
学
校
で
開
催
さ
れ
る

村
役
場
よ
り
津
覇
尋
常
小
学
校
の
校
舎
増
改
築
請
負
工
事
の
公
告

大
田
為
正
　
陸
軍
三
等
軍
医
に
任
命
さ
れ
る

大
田
為
正
　
中
城
・
喜
舎
場
両
小
学
校
の
校
医
に
委
嘱
さ
れ
る

第
一
回
村
教
育
会
が
中
城
尋
常
高
等
小
学
校
で
開
催
さ
れ
る

大
田
為
正
　
叙
位
（
正
八
位
）

中
城
校
二
名
・
喜
舎
場
校
二
名
・
津
覇
校
四
名
　
優
良
児
童
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

中
城
村
字
上
原
に
津
覇
尋
常
小
学
校
の
分
教
場
が
で
き
る

河
上
肇
の
講
演
事
件
お
こ
る

伊
波
普
猷
『
古
琉
球
』
著
す

衆
議
院
議
員
選
挙
法
施
行

（
宮
古
・
八
重
山
除
き
定
員
二
名
）

ユ
タ
の
取
り
締
ま
り
強
化
さ
れ
る

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
移
民
十
四
人

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
禁
止

1913～



59年　表

～1914

那
覇-

与
那
原
間
に
軽
便
鉄
道
開
通

1914（大正3）年1915（大正4）年1916（大正5）年

3
・
24

5
・

6
・
28

7
・

10
・
12

12
・
13

3
・
10

7
・
11

8
・
28

5
・
31

6
・
24

8
・

9
・
1

村
民
四
人
を
被
告
と
す
る
「
ハ
ワ
イ
移
民
見
せ
金
事
件
」
の
判
決
下
る

那
覇
／
首
里
間
に
電
車
開
通

サ
ラ
エ
ボ
事
件

第
一
次
世
界
大
戦
　
勃
発

人
車
軌
道
の
西
原
小
那
覇
／
中
城
津
覇
間
の
工
事
進
行
中

久
場
の
比
嘉
蒲
　
中
頭
郡
畜
産
品
評
会
　
豚
の
部
で
二
等
と
な
る

比
嘉
定
英
（
中
城
校
）
大
城
カ
マ
ド
（
喜
舎
場
校
）
新
垣
蒲
吉
（
津
覇
校
）

優
良
児
童
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

津
覇
／
当
間
間
　
馬
車
軌
道
開
通
記
念
と
し
て
大
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ
る

当
間
の
綱
引
き
が
七
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る

村
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
る

春
季
原
勝
負
褒
賞
授
与
式
が
村
役
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

中
城
尋
常
高
等
小
学
校
　
字
屋
宜
へ
の
移
転
が
決
定

中
城
尋
常
高
等
小
学
校
　
校
舎
増
改
築
工
事
請
負
の
公
告

初
の
キ
ュ
ー
バ
移
民

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
解
禁
二
、
一
三
八
人

1917（大正6）年

1
・

3
・
28

11
・
13

中
城
・
宜
野
湾
・
浦
添
　
三
村
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
農
家
　
沖
縄
製
糖
（
株
）
の
甘
蔗

非
売
運
動
を
起
こ
す

安
里
カ
マ
・
小
橋
川
賀
真
（
中
城
校
）
喜
屋
武
オ
タ
ク
（
喜
舎
場
校
）
瀬
名
波
ウ

タ
（
津
覇
校
）
優
良
児
童
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

戦
死
者
の
招
魂
祭
が
中
城
城
跡
内
忠
魂
碑
前
で
挙
行
さ
れ
る

優良児童表彰

年
　
代

中
城
村
に
関
す
る
で
き
ご
と

沖
縄
に
関
す
る
で
き
ご
と



1922～

60 年　表

1918（大正7）年1919（大正8）年

1
・
4

3
・
28

5
・

8
・
3

11
・
11

県
庁
に
お
い
て
養
老
式
開
催
　
津
覇
の
玉
那
覇
カ
マ
が
出
席

安
里
ウ
ト
・
喜
屋
武
盛
良
（
中
城
校
）
浦
崎
ツ
イ
（
喜
舎
場
校
）
桃
原
廣
永
（
津
覇
校
）

優
良
児
童
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

津
覇
・
奥
間
・
添
石
・
伊
舎
堂
・
荻
道
で
豚
疫
病
発
生
　
宜
野
湾
村
に
も
拡
大
の
兆
し

富
山
県
に
て
米
騒
動
勃
発

第
一
次
世
界
大
戦
　
終
結
　

こ
の
年
　
甘
蔗
「
沖
縄
一
号
」
誕
生

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
二
、
二
〇
四
人

衆
議
院
議
員
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
、
宮
古
・
八
重
山
を
加
え
定
員
五
人
と

な
る

辻
町
大
火
。

は
じ
め
て
ボ
リ
ビ
ア
移
民
一
人

宮
古
・
八
重
山
に
コ
レ
ラ
流
行

1920（大正9）年

1
・
10

4
・

国
際
連
盟
成
立

比
嘉
亀
瞬
　
第
三
代
中
城
村
長
に
就
任

津
覇
尋
常
小
学
校
に
高
等
科
を
併
置
　
校
名
を
津
覇
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

市
町
村
制
・
府
県
制
の
特
例
撤
廃
で
本
土
並
の
地
法
制
度
と
な
る

1922（大正11）年 1921（大正10）年

皇
太
子
、
渡
欧
の
途
次
来
県

沖
縄
初
の
メ
ー
デ
ー
行
わ
れ
る



～1923
1928（昭和3）年

6
・
18

7
・

村
長
選
挙
実
施
（
任
期
満
了
一
ヶ
月
前
）

そ
の
後
政
争
と
な
り
県
が
こ
れ
を
取
り
消
す

安
里
徳
明
　
第
四
代
中
城
村
長
に
就
任

こ
の
年
、
工
場
争
議
多
発
す
る

特
別
高
等
警
察
課
設
置
（
特
高
）

1927（昭和2）年 1925（大正14）年

5
・

大
田
為
正
　
県
会
議
員
と
な
る

人
口
五
五
万
七
、
九
九
三
人

那
覇
東
町
で
大
火
。

1926（昭和元）年

12
・
25

「
昭
和
」
へ
改
元

宮
古
・
八
重
山
島
庁
を
そ
れ
ぞ
れ
支
庁
と
改
称

第
五
一
帝
国
議
会
「
沖
縄
救
済
ニ
関
ス
ル
建
議
案
」
を
可
決

帝
国
議
会
、
工
業
助
成
十
カ
年
計
画
を
決
定

1924（大正13）年

3
・
10

5
・

7
・
5

7
・

11
・

県
会
議
事
堂
で
県
下
青
年
団
長
協
議
会
が
開
催
　
村
青
年
団
津
覇
分
団
が
優
良
団
体
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
大
茎
種
Ｐ
Ｏ
Ｊ
二
七
二
五
号
　
台
湾
か
ら
導
入

中
城
村
村
会
議
員
二
五
名
決
ま
る

村
長
選
挙
　
再
選
挙
の
結
果
比
嘉
亀
舜
が
村
長
と
な
る

津
覇
に
ス
ル
ル
虫
蔓
延
　
村
民
あ
げ
て
駆
除
に
努
め
る

戦
後
恐
慌
強
ま
る
（
ソ
テ
ツ
地
獄
）

1923（大正12）年

9
・
1

関
東
大
震
災

こ
の
こ
ろ
県
外
出
稼
ぎ
多
く
な
る

61年　表

年
　
代

中
城
村
に
関
す
る
で
き
ご
と

沖
縄
に
関
す
る
で
き
ご
と



1934～

62 年　表

1934（昭和9）年

4
・
2

5
・
17

村
長
派
・
反
村
長
派
の
政
争
解
消
の
た
め
挙
村
一
致
の
事
業
「
護
佐
丸
神
社
」
建
立
決
定

村
長
伊
佐
善
俊
「
肥
料
疑
獄
問
題
」
で
起
訴
さ
れ
る

干
ば
つ
続
き
、
久
米
島
・
宮
古
・
八
重
山
を
中
心
に
食
糧
が
欠
乏
す
る

1933（昭和8）年

3
・
3

3
・
27

村
会
　
村
長
の
報
酬
を
年
額
百
円
と
決
定

日
本
　
国
際
連
盟
を
脱
退

1932（昭和7）年

1
・
20

7
・

津
覇
で
蔓
延
し
た
熱
病
「
エ
ー
パ
ラ
チ
フ
ス
」
と
判
明

政
争
激
化
　
国
庫
補
助
の
災
害
復
旧
費
を
村
会
に
て
否
決
す
る

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
二
、
三
〇
〇
人

1931（昭和6）年

3
・

4
・
10

11
・

12
・
24

伊
佐
善
俊
　
第
五
代
中
城
村
長
に
就
任

昭
和
五
年
末
の
中
城
村
の
海
外
移
民
数
／
三
、
〇
五
二
名
（
県
下
一
）

こ
の
頃
シ
ル
ー
ク
ル
ー
の
争
い
盛
ん

津
覇
部
落
に
て
腸
チ
フ
ス
類
似
症
で
二
〇
名
余
が
死
亡

1930（昭和5）年

7
・
16

渡
嘉
敷
真
睦
　
沖
縄
県
視
学
と
な
る

暴
風
雨
の
影
響
に
よ
る
潮
害
で
中
城
村
東
海
岸
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
ほ
ぼ
全
滅

農
村
疲
弊
に
よ
り
小
学
生
の
欠
席
や
欠
食
お
よ
び
人
身
売
買
多
く
な
る

1929（昭和4）年

5
・
14

大
田
為
正
　
普
選
第
一
次
の
県
会
議
員
と
な
る

伊
佐
善
俊
　
県
会
議
員
と
な
る

社
会
科
学
研
究
会
事
件
お
こ
る



～1935
1936（昭和11）年

7
・

10
・
6

11
・

標
準
語
の
普
及
が
奨
励
さ
れ
る
　
こ
の
頃
「
方
言
札
」
が
使
用
さ
れ
る

飢
饉
に
瀕
し
夜
警
団
を
組
織
　
芋
泥
棒
を
防
ぐ

沖
縄
日
報
主
催
「
沖
縄
八
勝
」
の
投
票
で
中
城
城
跡
当
選

1935（昭和10）年

3
・

10
・
21

伊
佐
常
喜
　
第
六
代
中
城
村
長
に
就
任

中
城
郵
便
局
　
郵
便
集
配
業
務
開
始

人
口
五
九
万
二
、
二
三
九
人

宮
古
の
久
松
五
勇
士
、
海
軍
よ
り
表
彰
さ
れ
る

こ
の
こ
ろ
漁
業
従
事
者
三
、
二
七
〇
人
が
東
南
ア
ジ
ア
で
活
動

1938（昭和13）年

3
・
31

4
・
28

5
・
24

5
・

6
・
4

国
家
総
動
員
法
　
公
布

伊
舎
堂
へ
の
共
同
製
糖
場
設
置
が
県
に
よ
り
正
式
に
許
可
さ
れ
る

中
城
城
下
忠
魂
碑
前
で
翌
日
出
発
す
る
特
務
兵
の
歓
送
会
を
盛
大
に
挙
行

津
覇
尋
常
高
等
小
学
校
　
文
部
省
よ
り
体
操
優
良
校
表
彰
を
受
け
る

県
体
協
主
催
学
童
排
籠
球
大
会
　
津
覇
小
学
校
の
尋
常
科
男
女
　
籠
球
の
部
で
準
優
勝

こ
の
年
村
出
身
の
我
謝
栄
彦
が
比
謝
川
一
号
（
甘
藷
）
の
交
配
に
成
功
す
る

1939（昭和14）年

2
・
28

5
・
29

7
・
16

7
・
30

8
・
3

8
・
12

8
・
14

9
・
3

11
・
25

12
・
19

伊
佐
常
喜
　
沖
縄
県
財
政
調
査
会
委
員
と
な
る

第
七
回
学
童
排
籠
球
大
会
が
普
天
間
校
で
開
催
　
尋
常
科
男
子
／
津
覇
校
　
高
等
科
男
子
／
喜
舎
場
校
　
優
勝

普
天
間
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
郡
学
童
野
球
大
会
で
中
城
校
優
勝
　

戦
争
未
亡
人
の
比
嘉
ミ
エ
（
久
場
出
身
）
国
よ
り
教
員
養
成
所
入
所
を
許
可
さ
れ
る

墨
洋
丸
遭
難
者
三
九
名
の
う
ち
村
出
身
者
十
一
名
帰
郷
す
る

中
城
村
　
県
よ
り
繭
増
産
規
範
並
び
に
養
蚕
実
行
組
合
に
選
定
さ
れ
る

沖
縄
県
全
市
町
村
に
警
防
団
結
成
さ
れ
る

全
国
青
年
学
校
相
撲
大
会
沖
縄
県
予
選
　
津
覇
青
年
学
校
　
奥
浜
真
正
が
一
位
と
な
る

県
経
済
更
生
課
副
業
係
主
催
　
第
一
回
帽
子
編
競
技
会
　
中
城
村
の
宮
平
キ
ヨ
が
一
等
と
な
る

来
春
の
祝
寿
金
を
受
け
る
高
齢
者
　
宮
城
カ
マ
ト
（
当
間
）
和
仁
屋
蒲
瑞
（
伊
舎
堂
）
島
袋
カ
メ
シ
ャ
（
泊
）

国
民
精
神
総
動
員
事
務
局
設
置

満
州
へ
十
五
万
人
の
移
住
計
画

1937（昭和12）年

6
・
3

10
・

伊
佐
常
喜
　
県
会
議
員
に
当
選

奥
間
で
「
芋
炊
き
競
技
」
が
行
わ
れ
る

津覇尋常高等小学校

63年　表

年
　
代

中
城
村
に
関
す
る
で
き
ご
と

沖
縄
に
関
す
る
で
き
ご
と



1943～

64 年　表

1940（昭和15）年1941（昭和16）年

1
・

2
・
26

3
・
19

4
・
22

4
・
23

7
・
1

7
・
7

8
・
8

9
・
7

10
・
23

12
・

3
・
19

4
・
1

4
・
5

7
・

9
・
30

11
・
23

12
・
8

和
宇
慶
　
警
防
団
に
よ
る
労
力
奉
仕
や
指
導
に
よ
り
シ
ル
ー
ク
ル
ー
対
立
が
解
消

中
城
村
農
業
総
代
会
が
役
場
で
開
催
さ
れ
る

津
覇
が
昭
和
十
四
年
度
荒
廃
林
地
復
旧
事
業
対
象
地
区
に
決
定

飯
米
切
符
制
度
実
施

喜
屋
武
信
市
（
津
覇
出
身
）
を
含
む
ハ
ワ
イ
か
ら
の
母
県
視
察
観
光
団
が
帰
郷

中
城
村
会
議
員
二
四
名
決
ま
る

こ
の
頃
中
城
村
の
戸
数
／
三
、
七
七
九
戸

全
国
女
子
青
年
団
指
導
員
満
州
視
察
　
沖
縄
県
か
ら
中
城
小
学
校
訓
導
宮
城
栄
子
が
参
加

登
又
の
仲
村
渠
喜
竹
　
第
三
次
義
勇
軍
八
名
の
一
人
に
選
ば
れ
る

県
主
催
第
二
回
パ
ナ
マ
帽
子
編
成
競
技
会
　
中
城
村
の
宮
平
キ
ヨ
が
優
勝

中
城
校
に
英
霊
の
室
が
設
け
ら
れ
る

昭
和
十
四
年
度
県
税
完
納
村
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

「
国
民
学
校
令
」
施
行

村
内
小
学
校
は
喜
舎
場
国
民
学
校
・
中
城
国
民
学
校
・
津
覇
国
民
学
校
と
な
る

安
里
盛
義
（
伊
舎
堂
出
身
）
陸
軍
操
縦
候
補
生
試
験
に
合
格

比
嘉
優
之
　
第
七
代
中
城
村
長
に
就
任

中
頭
郡
畜
産
組
合
の
会
長
に
伊
佐
常
喜
が
選
出
さ
れ
る

新
穀
感
謝
祭
に
比
嘉
正
宜
の
甘
蔗
二
十
本
が
新
穀
と
し
て
明
治
神
宮
に
奉
納
さ
れ
る

真
珠
湾
攻
撃

「
沖
縄
日
報
」「
沖
縄
朝
日
新
聞
」「
琉
球
新
報
」
が
統
合
さ
れ
「
沖
縄
新
報
」

と
な
る
（
一
県
一
紙
）

方
言
論
争
お
こ
る

伊
良
部
丸
遭
難
事
件
お
こ
る

1942（昭和17）年

4
・

4
・
16

4
・
26

県
議
会
議
員
選
挙
　
村
か
ら
比
嘉
永
喜
が
当
選

県
庁
で
勲
六
等
瑞
宝
章
受
章
伝
達
式
　
村
か
ら
渡
嘉
敷
真
睦
が
受
章

奥
間
農
事
実
行
組
合
　
帝
国
農
会
よ
り
戦
時
下
食
料
増
産
の
優
秀
部
落
と
し
て
表
彰
さ
れ
る

1943（昭和18）年

1
・
17

2
・
2

8
・
18

12
・
1

12
・
4

宮
城
條
善
　
県
医
師
会
の
中
頭
郡
支
部
長
に
な
る

納
税
成
績
優
良
町
村
と
し
て
熊
本
財
務
局
よ
り
表
彰
さ
れ
る

比
嘉
秀
盛
　
中
城
村
助
役
と
し
て
県
か
ら
正
式
に
認
可
さ
れ
る

第
一
回
学
徒
出
陣

中
城
村
書
記
比
嘉
岩
男
　
戸
籍
吏
員
職
務
功
労
者
と
し
て
司
法
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
る



～1944

65年　表

1944（昭和19）年

2
・
22

7
・

8
・

10
・
10

12
・
5

比
嘉
優
之
　
中
城
村
農
業
会
会
長
と
し
て
県
よ
り
認
可
さ
れ
る

沖
縄
の
老
幼
婦
女
子
　
南
九
州
と
台
湾
へ
の
疎
開
開
始

学
童
疎
開
始
ま
る
　
村
児
童
は
熊
本
へ
出
発

十
・
十
空
襲

伊
舎
堂
保
育
園
　
皇
后
陛
下
よ
り
の
奨
励
賜
金
決
定
（
県
庁
に
て
伝
達
式
）

南
西
諸
島
に
大
本
営
直
轄
の
第
三
十
ニ
軍
新
設

本
土
・
台
湾
へ
の
集
団
疎
開
決
定

各
町
村
に
防
衛
隊
編
成
さ
れ
る

対
馬
丸
遭
難

大
空
襲
受
け
る
（
十
・
十
空
襲
）

1945（昭和20）年

1
・
13

3
・
23

4
・
1

8
・
6

8
・
9

8
・
14

我
謝
栄
彦
が
栽
培
研
究
し
た
比
謝
川
一
号
（
甘
藷
）
の
苗
　
増
産
必
要
地
域
へ
の
優
先
的
配
布
決
定

中
城
村
域
　
米
軍
の
空
襲
を
受
け
る

米
軍
　
北
谷
・
嘉
手
納
海
岸
か
ら
沖
縄
本
島
へ
上
陸

広
島
に
原
爆
投
下
さ
れ
る

長
崎
に
原
爆
投
下
さ
れ
る

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾

三
月
米
軍
の
沖
縄
上
陸

六
月
日
本
の
沖
縄
地
上
部
隊
壊
滅
す
る

米
海
軍
軍
政
府
布
告
（
ミ
ニ
ッ
ツ
布
告
）
公
布

九
月
七
日
、
日
本
軍
降
伏
文
書
に
調
印

1947（昭和22）年

11
・
23

軍
政
府
よ
り
中
城
城
跡
公
園
指
定
計
画
の
提
示
を
受
け
る

沖
縄
全
島
の
昼
間
通
行
許
可

沖
縄
人
民
党
結
成

1948（昭和23）年

3
・

4
・

5
・

渡
嘉
敷
真
睦
　
第
九
代
中
城
村
長
に
就
任

中
城
中
学
校
が
実
業
高
等
学
校
跡
地
に
開
校
（
初
代
校
長
　
呉
屋
尚
紀
）

中
城
村
役
場
が
奥
間
か
ら
中
城
国
民
学
校
跡
地
に
移
転

中
城
公
園
整
備
事
業
　
着
手

軍
指
令
に
よ
る
市
町
村
選
挙

通
過
を
軍
票
B
円
に
全
琉
統
一

伊
江
島
波
止
場
で
米
軍
弾
薬
輸
送
船
爆
発
（
死
者
一
〇
六
人
）

琉
球
切
手
発
行

1946（昭和21）年

1
・
29

1
・

4
・
4

4
・
20

5
・

5
・
20

10
・

北
緯
二
九
度
以
南
の
南
西
諸
島
が
日
本
か
ら
行
政
分
離
　
四
月
　
琉
球
中
央
政
府
設
立

避
難
・
疎
開
地
か
ら
村
民
が
帰
村

比
嘉
優
之
　
米
軍
政
府
よ
り
中
城
村
長
に
任
命
さ
れ
る

戦
火
に
よ
り
庁
舎
が
焼
失
　
当
間
の
民
家
に
仮
役
所
を
設
置
（
後
日
奥
間
に
正
式
設
置
）

比
嘉
成
一
　
第
八
代
中
城
村
長
に
就
任

中
城
村
か
ら
分
村
し
「
北
中
城
村
」
が
誕
生
（
初
代
村
長
　
与
嶺
永
喜
）

学
童
疎
開
児
童
　
帰
還

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
、
日
本
と
南
西
諸
島
の
行
政
分
離
宣
言

本
土
疎
開
者
の
引
き
揚
げ
は
じ
ま
る

年
　
代

中
城
村
に
関
す
る
で
き
ご
と

沖
縄
に
関
す
る
で
き
ご
と



1953～

66 年　表

1949（昭和24）年1950（昭和25）年

12
・
12

2
・
1

2
・

3
・
5

9
・

中
城
中
学
校
が
中
城
国
民
学
校
跡
地
に
移
転
（
移
転
に
つ
い
て
賛
否
激
論
）

中
城
村
議
会
　
公
園
計
画
協
議
　
村
と
民
間
の
共
同
経
営
の
方
針
を
決
定

「
中
城
公
園
株
式
会
社
」
設
立
　
※
実
務
未
着
手
三
月
に
「
公
園
組
合
」
方
式
に
変
更

公
園
施
設
（
売
店
・
遊
技
場
・
闘
牛
場
・
レ
ス
ト
ラ
ン
）
が
完
成

「
中
城
公
園
」
開
園
式
　
挙
行

ハ
ワ
イ
村
人
会
よ
り
オ
ル
ガ
ン
一
台
　
加
州
村
人
会
よ
り
輪
転
式
謄
写
機
一
台
　
寄
贈

喜
屋
武
盛
輝
　
第
十
代
中
城
村
長
に
就
任

日
本
政
府
、
沖
縄
渡
航
者
に
は
じ
め
て
身
分
証
明
書
発
行

本
格
的
な
米
軍
基
地
建
設
は
じ
ま
る

群
島
政
府
の
知
事
及
び
群
島
議
会
議
員
選
挙

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
呼
寄
移
民
多
数
出
発

1951（昭和26）年

沖
縄
群
島
議
会
、
日
本
復
帰
要
請
決
議

琉
球
臨
時
中
央
政
府
発
足

主
席
に
比
嘉
秀
平

日
本
復
帰
促
進
期
成
会
（
沖
縄
群
島
有
権
者
の
七
十
二
％
の
署
名
集
め
る
）

琉
球
大
学
開
学

1952（昭和27）年

4
・

中
城
国
民
学
校
を
中
城
小
学
校
に
改
称

琉
球
政
府
発
足
（
主
席
・
比
嘉
秀
平
）

戦
後
第
一
回
の
メ
ー
デ
ー

崇
元
寺
石
門
修
復
落
成

こ
の
こ
ろ
親
子
ラ
ジ
オ
普
及
し
は
じ
め
る

1953（昭和28）年

第
一
回
祖
国
復
帰
県
民
総
決
起
大
会

土
地
収
用
令
公
布

土
地
の
強
制
収
用
お
こ
な
わ
れ
る

天
願
事
件
お
こ
る
（
米
民
政
府
、
立
法
院
補
選
で
当
選
し
た
天
願
朝
行
の

当
選
を
無
効
と
す
る
）

奄
美
群
島
日
本
復
帰



～1954
1954（昭和29）年

9
・

12
・
21

喜
屋
武
盛
輝
　
第
十
一
代
中
城
村
長
に
再
任

北
上
原
災
害
橋
梁
復
旧
工
事
　
議
決

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
米
大
統
領
、「
沖
縄
を
無
期
限
に
管
理
す
る
」
と
名
言

米
民
政
府
、
地
代
一
括
払
い
の
方
針
発
表

立
法
院
で
「
土
地
四
原
則
」
を
打
ち
だ
す

八
重
山
計
画
移
民
出
発

ボ
リ
ビ
ア
移
民
団
出
発

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
団
出
発

米
民
政
府
、
人
民
党
を
弾
圧

沖
縄
刑
務
所
で
暴
動

1955（昭和30）年

1
・
7

中
城
城
跡
　
琉
球
政
府
文
化
財
保
護
委
員
会
に
よ
り
重
要
文
化
財
・
史
跡
・
名
勝
に
指
定

中
城
城
跡
内
公
園
用
地
を
高
良
氏
借
用

中
城
城
跡
本
丸
へ
の
ホ
テ
ル
計
画
が
問
題
と
な
る
　
指
摘
を
受
け
事
業
者
は
こ
れ
を
撤
回

伊
江
島
・
伊
佐
浜
の
土
地
強
制
収
用
（
武
装
米
兵
出
動
）

ア
ジ
ア
諸
国
会
議

沖
縄
の
即
時
日
本
返
還
要
求
を
決
議

プ
ラ
イ
ス
調
査
団
来
沖

軍
用
地
問
題
を
調
査

南
米
移
住
団
出
発

1958（昭和33）年

4
・
17

9
・

中
城
城
跡
　
琉
球
政
府
文
化
財
保
護
委
員
会
に
よ
り
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
る

喜
屋
武
盛
輝
　
第
十
二
代
中
城
村
長
に
再
任

通
過
B
円
か
ら
ド
ル
へ
切
り
替
え

1957（昭和32）年

高
等
弁
務
官
制
度
実
施

モ
ー
ア
高
等
弁
務
官
、
瀬
長
那
覇
市
長
追
放
の
た
め
に
「
市
長
村
長
選
挙
法
」

「
市
町
村
自
治
法
」
な
ど
を
改
正

1956（昭和31）年

4
・

中
城
小
学
校
北
上
原
分
校
　
開
校

中
城
中
学
校
　
全
島
陸
上
競
技
大
会
優
勝

美
里
村
で
ス
ク
ラ
ッ
プ
拾
い
の
婦
人
、
米
軍
ガ
ー
ド
に
射
殺
さ
れ
る

プ
ラ
イ
ス
勧
告
発
表

土
地
問
題
四
原
則
を
ほ
と
ん
ど
否
定

プ
ラ
イ
ス
勧
告
に
反
対
す
る
「
島
ぐ
る
み
闘
争
」
お
こ
る

那
覇
市
長
選
で
人
民
党
の
瀬
長
亀
次
郎
が
当
選

沖
縄
の
人
口
八
〇
万
一
、
〇
六
五
人

67年　表

年
　
代

中
城
村
に
関
す
る
で
き
ご
と

沖
縄
に
関
す
る
で
き
ご
と



1964～

68 年　表

1959（昭和34）年

5
・

新
垣
盛
繁
　
第
十
三
代
中
城
村
長
に
就
任

石
川
市
宮
森
小
学
校
に
米
軍
機
墜
落
（
死
者
十
七
人
、
負
傷
者
百
二
十
一
人
）

台
風
十
四
号
宮
古
島
を
襲
い
多
大
な
被
害
を
も
た
ら
す

金
武
村
で
米
海
兵
隊
が
農
家
の
主
婦
を
イ
ノ
シ
シ
と
間
違
え
て
射
殺

1963（昭和38）年

キ
ャ
ラ
ウ
ェ
イ
高
等
弁
務
官
「
自
治
神
話
」
を
演
説

祖
国
復
帰
県
民
総
決
起
大
会

（
北
緯
二
十
七
度
線
で
本
土
・
沖
縄
が
初
の
洋
上
交
歓
）

久
米
島
航
路
定
期
客
船
の
み
ど
り
丸
沈
没

（
死
者
百
三
十
人
、
行
方
不
明
二
十
六
人
）

1964（昭和39）年

復
帰
協
、
辺
土
岬
で
た
き
火
集
会

1962（昭和37）年

5
・

6
・
7

新
垣
盛
繁
　
第
十
四
代
中
城
村
長
に
再
任

中
城
城
跡
　
琉
球
政
府
文
化
財
保
護
委
員
会
に
よ
り
特
別
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

嘉
手
納
村
に
米
軍
輸
送
機
墜
落

1961（昭和36）年

中
城
城
跡
石
垣
修
復
事
業
開
始

コ
ザ
で
米
兵
が
ひ
き
逃
げ
、
少
女
四
人
死
傷

沖
縄
の
人
口
八
八
万
一
、
九
六
七
人

1960（昭和35）年

沖
縄
県
祖
国
復
帰
協
議
会
結
成

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
米
大
統
領
沖
縄
訪
問



～1965
1965（昭和40）年

米
軍
人
・
軍
属
関
係
の
事
件
事
故
あ
い
つ
ぐ

佐
藤
首
相
来
沖
、「
沖
縄
の
祖
国
復
帰
が
実
現
し
な
い
限
り
、
日
本
の
戦
後

は
終
わ
ら
な
い
」
と
声
明

主
席
公
選
運
動
も
り
あ
が
る

イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
発
見

1966（昭和41）年

3
・
18

6
・
13

9
・

中
城
村
合
併
研
究
調
査
委
員
会
設
置
条
例
が
制
定
さ
れ
る

潮
垣
線
他
五
四
路
線
　
村
道
認
定
議
決

城
間
盛
栄
　
第
十
五
代
中
城
村
長
に
就
任

裁
判
移
送
問
題
お
こ
る

沖
縄
の
人
口
九
三
万
四
、
一
六
六
人

1967（昭和42）年

4
・
21

沖
縄
の
祖
国
復
帰
要
請
　
議
員
発
議
に
よ
り
採
択
さ
れ
る

村
出
身
作
家
　
大
城
立
裕
氏

「
カ
ク
テ
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
」
芥
川
賞
受
賞

教
公
ニ
法
案
審
議
を
デ
モ
隊
が
実
力
で
阻
止

B
52
が
嘉
手
納
基
地
に
飛
来

嘉
手
納
空
軍
基
地
か
ら
廃
油
流
出
、
井
戸
水
が
燃
え
る
ほ
ど
汚
染

1968（昭和43）年

1
・
17

8
・
20

琉
球
石
油
精
製
誘
致
　
可
決

水
道
施
設
を
建
設
　
六
七
世
帯
に
給
水
開
始

泊
農
道
宇
富
原
線
　
浜
排
水
路
工
事
　
完
了

ア
ン
ガ
ー
高
等
弁
務
官
「
基
地
撤
去
は
イ
モ
と
は
だ
し
に
も
ど
る
こ
と
」
と

演
説

初
の
公
選
主
席
に
屋
良
朝
苗
（
革
新
）
当
選

嘉
手
納
基
地
で
B
52
墜
落
炎
上

1969（昭和44）年

道
路
建
設
事
業
　
伊
集
中
央
線
他
十
線
　
完
了

毒
ガ
ス
兵
器
の
配
備
が
ガ
ス
漏
れ
事
故
で
明
る
み
に
な
り
撤
去
運
動
お
こ
る

佐
藤
・
ニ
ク
ソ
ン
会
談
で
沖
縄
の
七
十
二
年
返
還
決
ま
る

69年　表

年
　
代

中
城
村
に
関
す
る
で
き
ご
と

沖
縄
に
関
す
る
で
き
ご
と



1973～

70 年　表

1970（昭和45）年1971（昭和46）年

5
・

12
・
23

3
・
24

10
・
15

道
路
建
設
事
業
　
屋
宜
被
留
線
他
一
四
線
　
完
了

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
補
助
事
業
が
導
入
さ
れ
キ
ュ
ウ
リ
・
ピ
ー
マ
ン
が
初
収
穫
さ
れ
る

中
城
湾
へ
の
公
害
産
業
の
進
出
反
対
決
議
採
択
（
公
害
防
止
特
別
委
員
会
設
置
決
議
）

東
洋
石
油
精
製
（
株
）
建
設
の
た
め
公
有
水
面
埋
立
地
を
中
城
区
域
に
編
入

合
併
条
件
の
協
定
撤
回
さ
れ
る

宜
野
湾
・
中
城
・
北
中
城
の
合
併
　
議
員
の
意
思
統
一
で
き
ず
破
綻

具
志
川
村
で
女
子
高
校
生
刺
傷
事
件
発
生

戦
後
初
の
国
会
議
員
選
挙
実
施

米
兵
の
主
婦
轢
殺
事
件
に
無
罪
判
決

コ
ザ
で
反
米
騒
動
発
生

沖
縄
の
人
口
九
四
万
五
、
四
六
五
人

毒
ガ
ス
移
送
さ
れ
る

十
一
・
一
〇
ゼ
ネ
ス
ト
県
民
総
決
起
大
会
開
く

沖
縄
返
還
協
定
、
衆
院
を
通
過

1972（昭和47）年

5
・
15

12
・
26

本
土
復
帰
　
沖
縄
県
と
な
る

中
城
城
跡
　
日
本
へ
の
復
帰
に
伴
い
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
る

中
城
村
役
場
増
築
工
事
　
着
手

中
城
村
国
民
健
康
保
険
条
例
制
定
（
翌
年
一
月
一
日
実
施
）

施
政
権
が
日
本
に
返
還
さ
れ
、
沖
縄
県
誕
生

通
貨
交
換
は
じ
ま
る

新
知
事
に
屋
良
朝
苗
当
選

自
衛
隊
配
備
さ
れ
る

土
地
買
い
占
め
に
よ
る
地
価
高
騰

1973（昭和48）年

3
・
10

5
・
1

9
・
17

12
・
20

沖
縄
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
加
入
　
議
会
承
認

村
立
第
一
保
育
所
開
所
　
定
員
六
十
人

村
学
校
給
食
共
同
調
理
場
　
建
設
開
始

中
城
村
役
場
庁
舎
増
築
工
事
　
落
成

米
軍
、
県
道
一
〇
四
号
線
を
封
鎖
し
て
実
弾
演
習
を
実
施

金
武
湾
を
守
る
会
、
知
事
に
CTS
建
設
と
公
有
水
面
埋
立
て
反
対
の
抗
議

若
夏
国
体
開
催
さ
れ
る

中城村役場庁舎増築工事



～1974

71年　表

1977（昭和52）年

5
・
14

7
・
1

11
・
26

村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
完
成

中
城
村
商
工
会
　
設
立

村
慰
霊
の
塔
　
建
立

ベ
ト
ナ
ム
難
民
漂
着

完
全
失
業
率
七
、
九
％
、
雇
用
不
安
高
ま
る

学
力
論
争
お
こ
る

1976（昭和51）年

5
・
20

7
・
4

11
・
1

中
城
中
学
校
　
体
育
館
　
完
成

新
垣
盛
繁
　
第
十
八
代
中
城
村
長
に
就
任

中
城
村
北
中
城
村
清
掃
事
務
組
合
　
創
設

海
洋
博
後
遺
症
に
よ
る
、
企
業
倒
産
相
つ
ぐ

具
志
堅
用
高
、
J
フ
ラ
イ
級
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
る

1975（昭和50）年

3
・
20

6
・
1

津
覇
前
原
線
側
溝
工
事
　
完
了

村
立
第
二
保
育
所
　
開
所

国
際
海
洋
博
覧
会
開
催
さ
れ
る

県
CTS
用
地
埋
立
竣
工
を
認
可
す
る

県
内
完
全
失
業
率
六
％

1974（昭和49）年

4
・

8
・
1

8
・
31

村
立
学
校
　
完
全
給
食
制
始
ま
る

那
覇
広
域
都
市
計
画
の
市
街
化
区
域
　
告
示

久
場
排
水
路
が
三
面
張
に
改
修
さ
れ
る

ラ
ロ
ッ
ク
証
言
、
在
沖
米
軍
基
地
内
に
お
け
る
核
貯
蔵
の
実
態
を
裏
づ
け
る

1978（昭和53）年

4
・
1

5
・
25

6
・
21

7
・
30

9
・
30

村
立
第
三
保
育
所
　
開
所

中
城
北
中
城
消
防
組
合
　
創
設

各
自
治
会
巡
回
行
政
報
告
会
　
開
始

道
路
交
通
方
法
が
変
更
に
な
る
（
右
側
通
行
か
ら
左
側
通
行
へ
）

中
城
浜
漁
港
整
備
開
始
（
船
揚
場
・
埋
立
・
護
岸
工
事
）

交
通
方
法
変
更
が
実
施
さ
れ
る
（
七
三
〇
）

知
事
選
実
施
、
西
銘
順
治
（
保
守
）
当
選

観
光
客
百
五
十
万
人
に
迫
る

十
二
年
ぶ
り
の
イ
ザ
イ
ホ
ー
お
こ
な
わ
れ
る

道路法変更 村老人福祉センター 中城中学校体育館

年
　
代

中
城
村
に
関
す
る
で
き
ご
と

沖
縄
に
関
す
る
で
き
ご
と



1984～

72 年　表

1979（昭和54）年

3
・
10

3
・
31

9
・
20

10
・
15

11
・
15

12
・
22

村
民
憲
章
・
村
章
・
村
民
の
歌
制
定
　
ゴ
ミ
焼
却
施
設
（
青
葉
苑
）
完
成
　
操
業
開
始

中
城
幼
稚
園
・
津
覇
幼
稚
園
　
完
成

県
土
地
改
良
事
業
　
和
宇
慶
地
区
　
開
始

村
営
水
泳
プ
ー
ル
建
設
　
着
手

地
区
公
園
（
現
在
の
吉
の
浦
公
園
）
整
備
始
ま
る

第
一
回
中
城
ま
つ
り
　
中
城
中
学
校
に
お
い
て
開
催

基
地
被
害
が
続
発
す
る

CTS
訴
訟
却
下
さ
れ
る

下
地
島
空
港
が
開
港

1981（昭和56）年

3
・

久
場
崎
学
校
（
久
場
崎
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
米
軍
用
地
　
返
還
さ
れ
る

中
城
小
学
校
運
動
場
整
備

復
帰
後
最
悪
の
長
期
断
水

失
業
率
六
、
六
％

ハ
ン
ビ
ー
飛
行
場
返
還

ト
ー
ト
ー
メ
ー
（
位
は
い
）
継
承
問
題
で
、
那
覇
地
裁
は
女
性
で
も
位
は
い

継
承
は
可
能
と
の
審
判
下
す

国
頭
村
与
那
覇
岳
で
発
見
さ
れ
た
新
種
の
水
鳥
に
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
と
命

名
す
る

1984（昭和59）年

3
・

7
・
4

登
又
地
区
　
我
謝
橋
が
開
通
す
る

新
垣
盛
繁
　
第
二
十
代
中
城
村
長
に
再
任

県
土
地
改
良
事
業
　
当
間
地
区
　
開
始

前
年
発
見
さ
れ
た
大
型
昆
虫
が
新
種
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。「
ヤ
ン
バ
ル
テ

ナ
ガ
コ
ガ
ネ
」
と
命
名
さ
れ
る

1983（昭和58）年

異
常
気
象
に
み
ま
わ
れ
る

激
化
す
る
米
軍
演
習
、
被
害
も
続
出

1982（昭和57）年

3
・

津
覇
小
学
校
校
舎
　
完
成

教
科
書
の
住
民
虐
殺
削
除
が
問
題
化

ダ
ブ
ル
選
挙
で
保
守
が
勝
つ

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
根
絶
宣
言

嘉
手
納
基
地
の
周
辺
住
民
爆
音
訴
訟
お
こ
す

1980（昭和55）年

7
・
4

新
垣
盛
繁
　
第
十
九
代
中
城
村
長
に
再
任

中
城
小
学
校
　
増
改
築
工
事

ソ
連
原
潜
、
沖
縄
近
海
で
炎
上

軍
用
機
事
故
続
発

拡
大
す
る
廃
油
ボ
ー
ル
汚
染

沖
縄
の
人
口
百
十
万
六
、
五
九
五
人

久場崎ハイスクール 第一回 中城まつり



～1985
1986（昭和61）年

8
・
9

海
邦
国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
（
教
員
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
開
催
さ
れ
る

「
日
の
丸
、
君
が
代
」
で
卒
・
入
学
式
が
混
乱

泊
大
橋
完
成

ミ
バ
エ
類
の
根
絶
事
業
す
す
む

1988（昭和63）年

3
・

7
・

9
・
24

各
自
治
会
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
掲
示
板
設
置
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）

新
垣
盛
繁
　
第
二
一
代
中
城
村
長
に
再
任

中
城
浜
漁
港
整
備
完
了

「
み
な
と
び
ら
き
」
開
催

米
軍
演
習
に
よ
る
被
害
続
出

宮
古
広
域
市
町
村
圏
が
国
土
庁
長
官
賞
受
賞

異
常
気
象

1989（平成元）年

1
・
1

4
・
1

6
・

11
・
3

12
・

村
役
場
の
就
業
時
間
変
更
　
四
週
六
休
制
を
試
験
導
入

消
費
税
（
三
％
）
が
導
入
さ
れ
る

中
城
村
学
力
対
策
推
進
委
員
会
　
設
置

第
一
回
中
城
村
功
労
者
・
善
行
者
表
彰
式
　
八
四
人
が
表
彰
さ
れ
る

久
場
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
　
完
了

新
石
垣
空
港
で
県
は
白
保
海
域
を
断
念
、
カ
ラ
岳
東
海
岸
へ
変
更

「
慰
霊
の
日
」
休
日
廃
止
で
紛
糾

恩
納
村
都
市
型
戦
闘
訓
練
施
設
建
設
で
村
民
が
反
対
運
動
展
開

1987（昭和62）年

8
・

海
邦
国
体

少
年
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
　
開
催
さ
れ
る

六
・
ニ
一
嘉
手
納
基
地
包
囲
大
行
動

海
邦
国
体
、
か
り
ゆ
し
大
会
開
催

ウ
リ
ミ
バ
エ
根
絶

揺
れ
う
ご
く
新
石
垣
空
港
建
設
問
題

沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
開
所

1985（昭和60）年

4
・
23

6
・
21

7
・
29

8
・

村
花
・
村
木
・
村
魚
　
選
定
さ
れ
る

中
城
村
国
土
利
用
計
画
　
策
定

「
非
核
・
平
和
中
城
宣
言
」
を
行
う

中
城
中
学
校
　
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
中
学
生
大
会
　
優
勝

米
兵
の
凶
悪
事
件
が
続
出

宮
古
島
で
第
一
回
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
開
催

第
一
回
那
覇
マ
ラ
ソ
ン
開
催

沖
縄
の
人
口
百
十
七
万
九
、
一
一
六
人

久場土地区画整理事業 完了
海邦国体かりゆし大会

聖火リレー

73年　表

年
　
代

中
城
村
に
関
す
る
で
き
ご
と

沖
縄
に
関
す
る
で
き
ご
と



1993～

74 年　表

1990（平成2）年

3
・

5
・
1

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
掲
示
板
　
九
ヶ
所
増
設

行
政
防
災
無
線
　
供
用
開
始

中
城
城
跡
管
理
事
務
所
の
設
置
　
計
画

「
慰
霊
の
日
」
休
日
存
続

沖
水
、
甲
子
園
で
初
の
準
優
勝

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
開
催

沖
縄
諸
島
の
ウ
リ
ミ
バ
エ
根
絶

十
二
年
ぶ
り
に
革
新
知
事
誕
生

1993（平成5）年

4
・
1

8
・
12

8
・
26

11
・
17

11
・
28

村
役
場
に
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
導
入

世
界
遺
産
委
員
会
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
中
城
城
跡
を
視
察

中
城
城
跡
整
備
基
本
計
画
策
定
委
員
会
　
発
足

中
城
村
商
工
会
館
　
建
設
着
手

中
城
村
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
吉
の
浦
会
館
）

落
成

全
国
植
樹
祭
開
催

上
原
康
助
、
県
選
出
議
員
と
し
て
初
の
開
発
庁
長
官
に
就
任

ウ
リ
ミ
バ
エ
県
内
全
域
で
根
絶

1992（平成4）年

2
・
28

3
・

3
・

7
・

7
・

心
身
障
害
者
共
同
作
業
所
　
中
城
睦
学
園
　
開
所

中
城
城
跡
公
有
化
事
業
実
施
　
管
理
権
が
国
際
産
業
か
ら
中
城
村
・
北
中
城
村
両
村
に
移
行

各
自
治
会
に
街
路
灯
三
二
基
設
置
（
宝
く
じ
助
成
事
業
）

新
垣
盛
繁
　
第
二
二
代
中
城
村
長
に
再
任

中
城
村
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
吉
の
浦
会
館
）
建
設
　
着
手

復
帰
二
十
年
、
三
次
振
計
決
定

首
里
城
復
元

新
石
垣
空
港
で
県
、
宮
良
案
提
示

西
表
で
群
発
地
震

中
学
生
の
集
団
暴
行
致
死
事
件
で
校
内
暴
力
問
題
化

1991（平成3）年

1
・

6
・
16

6
・
16

9
・
1

12
・
7

村
民
の
憩
い
と
ス
ポ
ー
ツ
の
場
　
吉
の
浦
公
園
　
開
園

第
一
回
中
城
ハ
ー
リ
ー
ま
つ
り
　
開
催

「
村
づ
く
り
基
本
計
画
」「
村
土
地
利
用
計
画
」
策
定
の
た
め
各
自
治
会
で
行
政
懇
談
会
開
催

土
曜
閉
庁
（
四
週
六
休
）
制
度
導
入

第
一
回
中
城
文
化
ま
つ
り
　
開
催

伊
江
朝
雄
参
院
議
院
が
県
出
身
初
の
大
臣
と
な
る

暴
力
団
追
放
で
県
民
運
動

女
性
副
知
事
（
尚
弘
子
）
誕
生



～1994

米
軍
用
地
特
措
法
改
定
で
、
強
制
使
用
の
期
限
切
れ
後
も
暫
定
使
用
が
可
能

と
な
る

名
護
市
住
民
投
票
で
海
上
基
地
反
対
派
が
多
数
占
め
る
が
、
市
町
は
受
入
れ

を
表
明

県
道
一
〇
四
号
線
越
え
演
習
に
終
止
符

1997（平成9）年

5
・
15

5
・
31

各
自
治
会
で
行
政
懇
談
会
を
開
催

中
城
・
北
中
城
国
立
組
踊
劇
場
誘
致
緊
急
村
民
大
会
　
開
催

象
の
オ
リ
、
国
に
よ
る
「
不
法
占
拠
」
状
態
と
な
る

普
天
間
飛
行
場
の
全
面
返
還
合
意

代
理
署
名
裁
判
敗
訴

基
地
問
題
で
全
国
初
の
県
民
投
票

1996（平成8）年

6
・
18

6
・
30

7
・
4

9
・
7

12
・
17

大
城
立
裕
文
学
碑
「
中
城
の
心
　
沖
縄
の
心
」

建
立

「
戦
後
引
揚
者
上
陸
碑
」

建
立
除
幕
式

新
垣
清
徳
　
第
二
三
代
中
城
村
長
に
就
任

海
外
移
住
者
子
弟
研
修
　
開
始

南
上
原
土
地
区
画
整
理
事
業
　
着
工

「
平
和
の
礎
」
除
幕

戦
争
マ
ラ
リ
ア
補
償
が
決
着

米
兵
の
暴
行
事
件
に
対
す
る
県
民
総
決
起
大
会

軍
転
法
成
立

知
事
、
代
行
を
拒
否

1995（平成7）年

4
・

9
・
30

11
・
19

中
城
城
跡
保
存
修
復
事
業
　
開
始

第
一
回
中
城
城
ま
つ
り
　
開
催

戦
没
者
刻
銘
板
「
平
和
の
波
」

平
和
祈
念
像
「
平
和
の
風
」

建
立

宝
珠
山
長
官
が
基
地
と
の
共
生
・
共
存
発
言

厚
生
年
金
格
差
是
正
を
閣
議
決
定

1994（平成6）年

2
・
24

4
・
1

9
・
30

10
・
1

南
上
原
土
地
区
画
整
理
事
業
　
事
業
認
可
さ
れ
る

花
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
広
場
　
整
備
開
始

中
城
城
跡
「
公
園
組
合
」
解
散

中
城
城
跡
共
同
管
理
協
議
会
　
発
足

平和の波平和の風 第一回 中城城まつり 南上原土地区画整理事業認可

75年　表

年
　
代

中
城
村
に
関
す
る
で
き
ご
と

沖
縄
に
関
す
る
で
き
ご
と



2001～

76 年　表

1998（平成10）年

3
・
31

5
・
30

6
・
19

10
・
28

中
城
村
公
式
サ
イ
ト
「
な
か
ぐ
す
く
浪
漫
」
開
設

中
城
小
学
校
　
体
育
館
　
落
成

伊
集
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
　
着
工

第
二
回
中
城
ま
つ
り
　
開
催

異
常
気
象
で
サ
ン
ゴ
の
白
化
現
象

海
上
基
地
建
設
予
定
地
で
ジ
ュ
ゴ
ン
確
認

知
事
選
で
保
守
派
候
補
の
稲
嶺
恵
一
が
当
選

2000（平成12）年

1
・
7

1
・
29

5
・
20

7
・
4

8
・

12
・
2

ハ
ワ
イ
県
人
移
住
百
周
年

世
界
遺
産
現
地
調
査
委
員
　
中
城
城
跡
へ
来
訪

津
覇
小
学
校
　
体
育
館
　
落
成

新
垣
清
徳
　
第
二
四
代
中
城
村
長
に
再
任

九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
　
先
進
国
首
脳
会
合
　
開
催

中
城
城
跡
が
「
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
」
と
し
て
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
る

九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
開
催
「
琉
球
王
国
の
グ
ス
ク
お
よ
び
関
連
遺
産
群
」
が

世
界
遺
産
に
登
録

新
石
垣
空
港
建
設
地
を
決
定

平
和
の
礎
で
米
大
統
領
演
説

三
十
二
年
ぶ
り
に
那
覇
市
に
保
守
市
制
誕
生

ハ
ワ
イ
、
カ
ナ
ダ
で
移
民
百
周
年

2001（平成13）年

4
・
16

9
・
6

9
・
19

11
・
5

世
界
遺
産
登
録
記
念
グ
ス
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
（
中
城
村
・
北
中
城
村
・
勝
連
町
・
読
谷
村
）

中
城
村
人
材
育
成
講
座
「
中
城
と
よ
む
塾
」
開
設

世
界
遺
産
登
録
認
定
証
交
付
式

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
　
ナ
カ
グ
ス
ク
ン
チ
ュ
交
流
会
　
開
催

沖
縄
開
発
庁
が
内
閣
府
沖
縄
部
局
へ
移
管

九
・
一
一
米
国
中
枢
同
時
テ
ロ
の
影
響
で
観
光
産
業
に
打
撃

失
業
率
過
去
最
悪
の
九
、
四
％
記
録

ハ
ン
セ
ン
病
訴
訟
で
「
人
権
回
復
」

1999（平成11）年

5
・
15

6
・
25

11
・
2

中
城
小
学
校
　
水
泳
プ
ー
ル
開
き
　
全
児
童
が
参
加

中
城
城
跡
の
世
界
遺
産
登
録
へ
の
推
薦
が
文
化
庁
で
正
式
決
定
さ
れ
る

エ
コ
・
コ
ー
ス
ト
事
業
　
着
工

沖
尚
、
県
勢
初
の
甲
子
園
優
勝

漫
湖
が
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
指
定

米
軍
機
の
事
故
あ
い
つ
ぐ

新
資
料
館
内
容
変
更
問
題
お
こ
る

世界のウチナーンチュ大会
ナカグスクンチュ交流会

世界遺産登録



～2002

77年　表

沖
縄
国
際
大
学
に
普
天
間
飛
行
場
所
属
の
CH
53
「
大
型
ヘ
リ
」
が
墜
落
炎
上

米
軍
は
現
場
一
帯
を
封
鎖
し
て
事
故
処
理
・
日
米
地
位
協
定
の
矛
盾
を
露
呈

辺
野
古
沖
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
着
手

宮
古
農
林
高
校
環
境
斑
が
「
水
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
」
を
受
賞

台
風
、
最
多
十
五
個
接
近

2004（平成16）年

3
・
30

4
・
22

7
・
4

11
・
13

11
・
21

電
源
立
地
地
元
協
議
会
　
開
催

中
城
村
・
北
中
城
村
合
併
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
開
催

新
垣
清
徳
　
第
二
五
代
中
城
村
長
に
再
任

城
間
盛
栄
氏
　
県
自
治
功
労
者
章
　
受
章

デ
ン
マ
ー
ク
王
配
ヘ
ン
リ
ッ
ク
殿
下
　
中
城
城
跡
視
察

沖
縄
で
戦
後
初
の
軌
道
交
通
と
な
る
モ
ノ
レ
ー
ル
（
ゆ
い
レ
ー
ル
）
発
進

長
寿
の
危
機
で
緊
急
ア
ピ
ー
ル

沖
縄
県
男
性
の
平
均
寿
命
が
全
国
四
位
か
ら
二
十
六
位
に
急
落

大
学
院
大
学
、
恩
納
村
に
決
定

宮
里
藍
、
最
年
少
プ
ロ
入
り
、
初
優
勝

2003（平成15）年

2
・
9

4
・
4

5
・

7
・

11
・
11

中
城
小
学
校
　
創
立
百
二
十
周
年
記
念
式
典

ご
み
処
理
施
設
「
青
葉
苑
」
新
築
火
入
れ
式

中
城
村
・
北
中
城
村
　
合
併
協
議
　
住
民
説
明
会

Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
所
誘
致
　
住
民
説
明
会

中
城
村
・
北
中
城
村
合
併
協
議
会
　
設
置

普
天
間
代
替
基
地
「
埋
め
立
て
」
で
合
意

長
期
不
況
で
雇
用
不
安
つ
づ
く

中
城
港
湾
の
泡
瀬
地
区
埋
め
立
て
工
事
着
手

米
軍
関
係
の
事
件
事
故
あ
い
つ
ぐ

新
沖
縄
振
興
法
が
成
立

2002（平成14）年

2
・

4
・

6
・
15

6
・
29

8
・
1

中
城
小
学
校
　
全
館
防
音
空
調
施
設
工
事
　
完
了

伊
集
後
川
・
当
間
後
里
川
　
災
害
復
旧
工
事
　
着
工

歴
史
の
道
・
ハ
ン
タ
道
整
備
　
着
手

中
城
ハ
ー
リ
ー
ま
つ
り
　
開
催

中
城
村
人
口
　
一
万
五
千
人
　
達
成

吉の浦火力発電所
住民説明会（久場）

村人口一万五千人達成

年
　
代

中
城
村
に
関
す
る
で
き
ご
と

沖
縄
に
関
す
る
で
き
ご
と



2008～

78 年　表

2005（平成17）年2006（平成18）年

1
・
14

2
・
24

3
・
24

5
・
31

6
・
13

1
・
29

3
・
3

4
・

6
・
10

10
・

北
中
城
村
　
中
城
村
と
の
合
併
協
議
会
廃
止
を
申
し
入
れ

中
城
村
臨
時
議
会
に
お
い
て
合
併
協
議
会
廃
止
を
決
議

泊
の
大
ク
ワ
デ
ィ
ー
サ
ー
　
沖
縄
の
名
木
百
選
に
認
定

村
行
財
政
検
討
委
員
会
　
村
議
会
議
員
・
農
業
委
員
の
定
数
削
減
を
答
申

津
覇
小
学
校
南
上
原
分
校
　
建
設
工
事
　
着
工

ペ
ル
ー
県
人
移
住
百
周
年

中
城
城
跡
　
日
本
の
名
城
百
選
に
認
定
さ
れ
る

各
自
治
会
で
行
政
懇
談
会
を
開
催

北
上
原
地
区
・
安
里
地
区
で
大
規
模
地
す
べ
り
土
砂
災
害
発
生

最
大
時
　
避
難
指
示
四
九
世
帯
一
七
四
人
　
避
難
勧
告
三
十
三
世
帯
一
〇
八
人

世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
　
中
城
村
人
交
流
会
開
催

日
米
両
政
府
が
普
天
間
飛
行
場
の
ヘ
リ
部
隊
移
設
地
を
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ

ワ
ブ
沿
岸
部
で
合
意

興
南
高
校
ハ
ン
ド
部
全
国
三
冠

普
天
間
代
替
基
地
の
「
V
字
滑
走
路
案
」
な
ど
で
日
米
合
意

飲
酒
運
転
追
放
の
世
論
高
ま
る

県
工
事
談
合
で
百
五
十
二
社
処
分

八
重
山
商
工
が
春
・
夏
の
甲
子
園
で
活
躍

米
陸
軍
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
・
ミ
サ
イ
ル
を
配
備

2007（平成19）年

5
・
10

5
・
27

12
・
10

12
・
23

吉
の
浦
火
力
発
電
所
建
設
　
本
格
着
工

国
・
県
・
市
町
村
合
同
防
災
避
難
訓
練
実
施

土
砂
災
害
に
伴
う
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
　
全
解
除

わ
か
て
だ
を
見
る
集
い
　
十
周
年
記
念
ま
つ
り
実
施

教
科
書
検
定
意
見
の
撤
回
求
め
県
民
大
会
開
催

全
国
学
力
テ
ス
ト
で
沖
縄
全
教
科
で
最
下
位

県
立
博
物
館
・
美
術
館
開
館

沖
縄
市
長
泡
瀬
埋
め
立
て
一
区
容
認
、
二
区
見
直
し

2008（平成20）年

3
・

3
・
27

4
・
1

児
童
館
兼
保
育
所
　
建
設
計
画
着
手

産
業
高
度
化
地
域
指
定
認
可

中
城
村
制
施
行
百
周
年

ブ
ラ
ジ
ル
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
移
民
百
周
年

わかてだを見る集い中城村制施行百周年
北上原地区・安里地区
大規模地すべり 泊の大クワディーサー
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